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発表内容発表内容

 REDDプラスに関わる交渉のポイント

 森林総研主催JICA・ITTO共催サイドイベン森林総研 催J 共催
トの概要

 REDD-plus Cookbookの概要
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 REDDプラスに関わる交渉のポイント REDDプラスに関わる交渉のポイント
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SBSTASBSTAにおけるにおけるREDDREDDプラスの議論プラスの議論

 国家森林モニタリングシステム及びMRVシステムのモ
ダリティについては合意に至らず 継続審議となったダリティについては合意に至らず、継続審議となった。

 合意に至らなかった理由として 途上国が資金に関す 合意に至らなかった理由として、途上国が資金に関す
る議論を持ち出したこと、及び、MRVシステムのうち
Verification（検証）についての議論がまとまらなかった
とが挙げられることが挙げられる。

MRVシステムのV ifi i （検証）のあり方については MRVシステムのVerification（検証）のあり方については、
UNFCCCに登録された専門家/Reviewerにより、独立し

た国際的な検証プロセスに基づく検証を提案する先進た国際的な検証プ セスに基 く検証を提案する先進
国、そして国際的な協議と分析（International 
Consultation and Analysis： ICA）を提案する途上国で意
見が対立した見が対立した。
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AWGAWG--LCALCAにおけるにおけるREDDREDDプラスの議論プラスの議論

 REDDプラスに関する資金オプション、資金供与の方法及び
供与条件等についての議論が継続して行われた。議

 AWG-LCAでの交渉がCOP18をもって終了することを受け、
今後の議論をSBSTA及びSBIにおいて行うこととなった今後の議論をSBSTA及びSBIにおいて行うこととなった。

 REDDプラス実施のための支援を調整を改善する必要性、及
び十分で予測可能な資金及び技術支援実施の必要性が認識さ
れ、REDDプラス組織の体制整備について検討することと
なった。

◦ 既存の体制整備、または、その代替となる組織（body）または会合
（board）、委員会（committee）といったガバナンスについて、
SBSTA38及びSBI38において検討すること、その内容をCOP19に報告
することを要請する（パラ35）することを要請する（パラ35）。

◦ 上記が果たし得る機能、モダリティ及びプロセス等について、各国
に対し2013年3月25日までの意見提出を招請する（パラ36）。
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混乱する途上国グループ混乱する途上国グループ混乱する途上国グループ混乱する途上国グループ
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森林総研主催JICA・ITTO共催サイド森林総研主催JICA・ITTO共催サイド
イベントの概要
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Time  Title  Presenter 

20:15
What can National Forest Monitoring

Dr. Mitsuo 
MatsumotoProgramProgram 20:15 ‐

20:30 
Systems (NFMS) do? ‐ Development of 
NFMS and MRV systems for REDD+ ‐ 

Matsumoto 
(Director, REDD R&D 
Center, FFPRI) 

l f
Dr. Makino

ProgramProgram

20:30 ‐
20:40 

Potential of integrating Community
Based Forest Monitoring into NFMS 

Dr. Makino 
Yamanoshita  
(IGES) 

Challenges of Vast Land and

20:40 ‐ 
20:55 

Challenges of Vast Land and
Inaccessibility: Development of PNG 
Forest Resource Information and 
Monitoring System – Combined 
approach of Ground based Survey and

Mr. Gewa Gamoga 
and Mr. Constin Otto 
Bigol  
(JICA/PNGFA Project)approach of Ground‐based Survey and

Remote Sensing 
(JICA/PNGFA Project)

National Monitoring System for the 
20:55 ‐
21:05 

Effective Conservation and Sustainable 
Management of Forest Resources in 
Thailand 

Dr. Hwan‐Ok Ma 
(ITTO) 

21:05 ‐ 
21:20 

Development of NFMS in Vietnam
‐Cooperation between Central and 
Region in MRV system‐  

Mr. Kei Suzuki  
(JAFTA/JICA) 

Facilitator:
21:20 ‐ 
21:45 

Q&A / Discussion 
What can National Forest Monitoring 
Systems (NFMS) do? 

Facilitator:  
Dr. Mitsuo 
Matsumoto  
(FFPRI)  9
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NFMS and MRV systemNFMS and MRV system

 National Forest Monitoring System
◦ Monitoring forests

 MRV system
◦ Measurement, Reporting and Verification

 Are they same or different?
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MR system
Forest Management System

(instit tional)

REL/RL

MR system (institutional)

Carbon REL/RL
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Verification
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公開セミナー公開セミナー

気候変動と途上国の森林を考える２日間気候変動と途上国の森林を考える２日間気候変動と途上国の森林を考える２日間気候変動と途上国の森林を考える２日間

～グリーン・エコノミーの時代における熱帯～グリーン・エコノミーの時代における熱帯
林保全をめぐって林保全をめぐって～～林保全をめぐって林保全をめぐって～～

 2013年2月7日（木） 10:00～17:00 2013年2月7日（木） 10:00 17:00

 参加型セミナー ～REDDって何？－植林から森林保全へ～

 2013年2月8日（金） 10:00～17:00

 技術セミナー ～REDDプラスフェーズ3へのシナリオ～

 早稲田大学 国際会議場（井深大記念ホール）

 詳細・参加申込みはREDD研究開発センターWebページから
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